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GRMア ー カイヴに見 る1970年 以前の邦人作曲家の仕事

～～ <EMSAN database>研 究 報 告～～

水 野 み か 子

本稿は、アジア電子音響音楽ネットワーク研究の一環として2012年 に行われた、 日本の電子

音響音楽データベースに関る調査 ・研究について報告するものである。研究主題は、データベ

ース項目の規定と日仏両国での一次資料調査の二つを主体とする。

キーワー ド:日 本の電子音響音楽、データベース、GRM資 料、EMSAN、JSSA

1.は じめ に

本 稿 は 、 ソ ル ボ ン ヌ 大 学 MINT-OMF (Musicologie,

Informatique et Nouvelles Technologies/Observatoire

 Musical Français, Université Paris-Sorbonne)と 日本 の 研

究チーム JSSA (Japanese Society of Sonic Arts)に よ る電

子 音 響 音 楽 デ ー タ ベ ー ス 構 築 プ ロ ジ ェ ク ト<EMSAN

database>の うち、日本 の電子音響音楽 に関す る研 究の現状

と今後の課題 を報告す る ものである。本論では、主 に、研 究

体制 とシステム構 築の概 要、日本人作品やテキス トの整理状

況 を報告す るとともに、電子音響音楽作品 を対象 とす るカ タ

ログやデー タベ ースを包摂す る とい う意 味でEMSANと 共

通す る組織であ るGRM(1)に お ける邦人作 曲家関連の資料に

ついて、それ を どのよ うに読み 、アジア電子音響音楽分野の

研究に組み込み うるかについて考察す る。

以下では、まず、<EMSAN database>の 研 究体制 とデー

タ整理の フレーム ワー クについて述 べ(第2章 、第3章)、

次 に、筆者 が2012年6月 と9月 に行 ったGRMで の 資料調

査の うち、邦人作曲家に関する1970年 以 前の ドキ ュメン ト

が どの よ うに整 理 ・保存 され ているか、公開可能性は どの よ

うに決定 され うるか、な どアイーカイ ヴの成 り立 ちと現在 の

実態 について報告す る(第4章)。 その上 で、GRM資 料 を

ア ジア電子 音響音楽研 究に どの よ うに反 映 させて い くか と

い う課題 を考察す る(第5章)。

2.<EMSAN databose>の 研 究体制 とフ レームワー ク

2-1.<EMSAN database>の 研 究体制

<EMSAN database>は 、 非ア ジア圏 を含む音楽学研 究者

がア ジアの電子音響音 楽研 究に と りくむ ための基礎資料 と

な ることを 目的に、現在作成 されつつあ るカタ ログ形式のデ

ー タ ベ ー ス で ある。 現 在 は 暫 定 的 な 形 で 、

http//www.ums3323.paris-sorbonne.fr/EMSAN/に お い

て公開 されてい る。データベー スの形態 と しては、電子音響

音楽作 品 とwritings(テ キ ス ト)に つ いて関連諸項 目のデ

ー タが、 書 き込み と読み取 り、 ともにオンライ上で可能 な、

オープ ンソースであ る。ただ し現在 は、書 き込み はeditorial

membersだ け が登録制で行 える状態 となっている。

<EMSAN database>研 究 は、2008年 に 始まった。2008

年 は ミュジック ・コンクレー トの創始 か ら60年 目とい う節

目の年で あ り、それ を記念 して、ソルボ ンヌ大学にて大規模

なEMS会 議(国 際電子音響音楽会議)が 開催 され 、そ こで

デー タベ ース構築 のための国際共 同研 究チームの結成 が叫

ばれたのであった。この国際プロジェク トでは、これまでに

台湾、中国に関 して、CHEARS(2)やWOCMAT(3)な どが

一定の基盤 を作 ることに成功 し、システム構 築や データ収集

方法に関 して方向性 を暗示 できる段階 にまで進んで きた。一

方、 日本 の電子音響 音楽に関す るデー タベー ス化 は、2008

年 とい う出発点は同時期であ りなが ら、研 究チームや ファイ

ナ ンシャルな問題 か ら具体化 が遅れ 、2012年 に なってよ う
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やく成果が見え始めたところである。

2012年7月 、<EMSAN database>研 究の 日本側の受け皿

としてようや く組織的活動を開始 したのが、先端芸術音楽創

作学会JSSAで ある。JSSAは 音楽学、作曲、音楽理論、音

楽情報処理、生体情報、遠隔通信インタラクション、音楽脳

波研究など種々分野の音楽研究者によって2009年 に結成さ

れた学会で、人文系 と理工系が入 り交 じって学際的議論の場

を提供している。

音楽作品に関するカタログ作成の研究は、「データベース」

とい う用語が情報処理技術の応用分野のひとつを意味する

ことが一般的になった時代趨勢においてさえ、参照項 目やコ

ンテンツを記述する用語の議論を行ったり、一定のフレーム

ワークに則った資料を収集 した りするとい う人文系歴史研

究としての局面は、当然ながら未だ十全に保持 されている。

一方で、歴史研究や資料収集 とい う人文系学問方法の蓄積を

持たないJSSAが<EMSAN database>の 日本側研究母体

となった背景には、データベース化対象の音楽作品が 「電子

音響音楽」であり、そこには必然的に音響学や情報処理のテ

クノロジーの調査が必要である、とい う明確な理由がある。

さらに、対象が、歴史研究とい うにしては、せいぜい60年

くらいの短いタイムスパンに限定 されていることにも起因

している。歴史 ・資料研究ではなくむしろ、創作のための先

行作品や先行例をサーヴェイする、といった意味あいでの研

究も十分に成果を挙げることができるのである。

しか しながら、より厳密に歴史調査を行お うとするならば、

音声信号処理や演奏アンサンブルで生起する生体信号や動

作情報の処理といった音楽情報処理技術の変遷を音楽史の

事象 として記述するためには、音楽学は、減算合成やフー リ

エ変換に代表される音声信号処理の諸用語やインターフェ

イス、インタラクティヴ・デザイン、マッピング ・ス トラテ

ジーなどといった、技術のシチュエーションを枠づける用語

以外に、かつての音楽理論や表現 ・美学の受容 と変容を規定

できるような特別な用語やコンセプ トを獲得せねばな らな

い。そ うした面での議論や論考が未だ十分でない現在にあっ

て、<EMSAN database>が 厳密な歴史研究を行お うとする

ならば、音楽作品を記述する共通基盤 となるべきパラメータ

として何を設定できるか、という根本的な問題から出発 しな

けれ ばな らなか った。

東アジアの他 の国に比べて 日本 での電 子音響音楽デ ー タ

ベー ス研究が手つかずのままに後手に回った大きな理 由は、

中国、韓 国、台湾 に比べて、 日本 には1970年 以 前の、初期

電子音響音楽作品が圧倒 的な存在感 を 占めてお り、そ うした

50～60年 代 へ の音楽学 的アプロー チが、同時代 の、電子的

手段 を用い ない作品 と同 じ土壌 で、共時的 に、いわば同時代

の水 平的音楽文化 の広が りの 中で のみ 考察 されて きた とい

うこ とである。電子音響音楽 が分野の特殊性 をアイデ ンテ ィ

テ ィー として保 ちなが ら音楽史的議論 の俎 上 に載 るこ とは

稀 だったので あるか ら、まず は、数量の多 さか らすれば格段

に活気づいていた、1990年 代 以降の電子音響音楽を記述す

るのに必要 なパ ラメー タを設定 し、遡 って、それ を1950～60

年 代 の ミュジ ック・コンク レー トやテープ作品に当てはめる

こ とも、あなが ち無為ではなかろ う。この方向でパ ラメータ

の設定 を模索 した<EMSAN database>は 、研 究チームの リ

ー ダー である、ソルボ ンヌ大学のマル ク ・バテ ィエ教授の発

案 に 従 っ て 、 後 述 す るHugh Daiviesの カ タ ロ グ

(1967,以 下RIME)を 、1990年 代 以

降の電子音響音楽のパラメータで組み直すとい う方法を採

ることとなった。

日本の電子音響音楽を西欧にむけて通史的視野で語った

柴田南雄などのわずかな例を除いて、包括的な 日本電子音響

音楽作品関連の研究や論考は少なく、楽譜とい う伝搬メディ

アを持ちにくい電子音響音楽に関す る作品情報が海外に知

られるには、管弦楽や室内楽とは異なる経路を辿らねばなら

なかった。ごく一部の電子音響音楽作品は放送等を通 じて西

欧でもきわめて知名度が高いが、多くの作品は詳細が不明な

ままであり、通史としてもイメージがつかみにくい、とい う

感慨を欧米の会議で聞くこともしばしばである。

実際、1960年 代末までのアジアの電子音響音楽のカタロ

グとして、西欧では長い間Hugh Daviesの(RIME)が 受容さ

れてきた。RIMEで の作品情報 もかなり限定されたものだ

ったが、<EMSAN database>はDaviesの カタログの書き

換えを初期 目標にしてきたので、ここでいったんRIMEの

構成や指標を振 り返ってみよう。

<Répertoire International des Musiques

Electroacostiques>



2-2.RIMEで の 音楽作品記述パ ラメータ

RIMEに は<compositeur>、 <titre de l'oeuvre>
、

<fonction>、<date>、<duration>、<pistes>、<appendices>、

<notes>と い ったパ ラメー タ ・アイテ ムが提示 されていた。

この うち、<fonction>の アイテ ムは三つ の列 に分 けて示

されてい る。

第1の 列には コンサー ト用の作品が記述 され る。さ らにそ

れ は、テー プのみの作品(C)、 楽 器や声楽 にテープが伴 う

作 品(C+)、 コンサー トで 「直接 に」生み 出され る電子音響音

楽(C*)と い う三つの指標で分類 され る。従って、楽器や声 の

実演 に連動 して電気 的器具 を直接使 う場合 は(C*)と 示 され、

演奏上テープが使われ る作品は(C+)と 示 され る ことになる。

第2の 列は、 「演者 と聴衆 の関係 を効果 的に実現す る公 開

方法」に関ってお り、オペ ラ(0)、 バ レエ(B)、 音 楽 の作 曲家

が同時に振 り付 けや バ レエ としての解 釈 も行 うタイプ のも

の(Bb)、 演 劇 の音 楽(Th)、 「テ ア トル ・ミュジカル」(MT)(バ

レエで もオペ ラで も演劇で もハプニ ングで もない もの、記述

の精密 さをはか るた め各作品 にコメン トを加 える)、 種 々の

ソニ ック作品(Sn)(展 示 、詩 の朗読会 といった公 開形態 を と

るもの、音が重要な役割 を果たす商業的 ・産業 的なデモ ンス

トレー シ ョン も含 む、詳 細は備 考欄 に示す)な どの指標で示

され る。

第3の 列で は、録音 された音楽を掲載 し、フィル ムのため

に作 曲 され録 音 された音楽(F)、 音 楽の作者が 同時 にフィル

ムの作者で ものある もの(Ff)、 ラ ジオフォニ ックの作 品(R)

(イ タ リア賞 の諸作 品を含む)、 音楽の作者 が同時にラジオ

フォニ ックの作者で ものあるもの(Rr)、 テ レビのための音楽

(TV)、 デ ィス クへの録音に特化 して作曲 され た作 品および

「純音楽」で あるが作者が コンサー トを 目的 としていない作

品(D)(作 品時 間や ジャンル の点で ヴァ リエテ の音楽 のよ う

に、短い、あるいは大衆 的なスタイル のもの、デ ィスクへ の

録 音は備 考欄 に示す)、 ラジオやテ レビなどのために作 曲 さ

れたindecatif(ジ ン グル)や 映画のク レジ ッ トタイ トルや

短い間奏曲、広告のためのル フランな ど(In)、 公 開を 目的 と

しない全ての実験 的試作(St)、 が示 され る。

〈fonction>が 複 数重複す る場合 には、スラ ッシュで区切

って二つあ るいはそれ以上 を並記す る。
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RIMEの 販 売 元 はMIT Pressで あ る も の の 、0.R.T.F(4)

に 属 して い た 時 代 の 、 ポ ワ ン カ レ通 り のGRM(Le Groupe

de Recherches de l'0.R.T.F 5,Avenue de Recteur

Poincaré) と ニ ュ ー ヨ ー ク のIndependent Electronic Music

Center(Trumansburg)の 協 力で 内容 がま とめられ て出版

されてい るので あるか ら、当時のGRM資 料 が 日本関連の作

品デー タにも影響 を与 えた ことは明 らかである。す なわち、

Daiviesは 、NHK(や 日本 の音楽家か ら直接情報 を得 る以外

には、主 にGRMの 資料 を参照 してカ タログ化 した、と推 察

できる。

なお、 日本の電子音響音楽 を、放送ではな く直接 に、欧語

で発表 または解説 した と考 えられるのは、1956年 に ス トッ

クホル ムで開催 され た国際現代音楽協会(ISCM)大 会 での黛

敏郎 《エ ク トプ ラズム》の演奏の際であ り、通史 として 日本

の電子音楽 を語 った もの と しては、1970年 にス トックホル

ムで開催 されたUNESCO会 議<Music and Technology>で

の 柴 田 南 雄 の レ ク チ ャ ー<Music and Technology in

Japan-history and future>で あった。 日本最初の電子音

楽作 品である黛敏郎 の 《ミュジ ック ・コンクレー トのための

x,y,ｚ 》の放送初演(1953年11月27日)以 来1970年 ま で

12年 間 に、 日本の電子音響音楽 が西欧で どの よ うに受容 さ

れ て い た か を示 す ほ とん ど唯 一 の包 括 的 紙 媒 体 資 料 が

RIMEな の であ る。

資料研究 として さらに重要な ことは、1980年 代 になって

Daviesが 出版後 のRIMEに 手 書きで書 き込 んだ多 くの修正

マニュスク リプ トが発見 された とい うことである(図1)。
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これ らの修 正を、日本側で確認 したデー タと比較検証す る作

業は残 され ている ものの、RIME出 版 時期 、す なわち1960

年 の パラメータ ・アイテ ムが、この修正時期に も保持 されて

いる とい う事 実は、<EMSAN database>に とって示唆的で

ある。

3.電 子音響音楽のデー タベース項 目

3-1.EMSAN/JSSAデ ー タベースの基本史観

<EMSAN database>デ ー タ ベ ー ス は 、 大 き く は

<writings>と<musical works>と い う二つ のジ ャンル に分

かれ 、それ らに関す るeditorial boardsへ の コンタ ク ト、

ヘル プの項 目が付 され てい る。

<Writings>の ジ ャンルでは、行番 号(各 著作アイテ ムに

一つずつ対応)、入 力作業タグ(change
,remove,duplicate)、

タ イム ・スタンプ(最 終更新 日)、 著者名(ロ ーマ字表記、

原語表記)、 著作 タイ トル(欧 語または欧語翻 訳、原語 また

は原語訳 、transliteration)、 出版者(社)、 出版年、出版 地、

ドキュメン ト・メデ ィアの形 式、原語の言語、デ ータ入 力者 、

備考(コ メン ト)、 アブス トラク トのコラムが用意 され てい

る。

次 にMusical worksの ジ ャンル に触れ るが、それ に先 立

ち、ここでのアイテムの規 定や 定義 が本デー タベー スを特色

づ け るキー 概念 にな ってい るこ とを再 び強調 してお く。

EMSANデ ー タベー スにおいて音楽作品 を記述す るカ タロ

グ ・アイテ ムは、デー タベース研究 としてはRIMEを 土 台

としなが ら、電子テク ノロジーの進展 に伴 うメデ ィアの変化

や社 会全般にお ける コミュニ ケー シ ョン手段や情 報技術 の

浸透度 に よって作 品提 示形態 が変化 して きた状況 を作品 コ

ンセ プ トや美学 と重ね合わせて組み直 した ものである。

<EMSAN database>の イ ンター フェイ スは、一つ のアイ

テ ムに対 してた くさんの情報項 目が、常に水平方 向に提示 さ

れ るもので あるので、編集作業や 閲覧 の際 にユーザーが右側

項 目をスクロールす るデザイ ンとなっている。著者や作 曲者

の名前 によるソー ト、作 曲年 による ソー トなど様々 なソー ト

機能が備 えられてい る。編集履歴 は、書き込み画面において、

書 き込んだ人の氏名や年月 日の項 目に よって示 され るが、閲

覧画面では タイム ・スタ ンプの形 で残 る。

作 品タイ トルは、日本語や中国語 な どの原語 、欧語(英 語)

訳 、そ して原語発音 をローマ字で表記す る transliteration

とい う、原則三種類の表記 で記入 され る。ア ジア初演を記入

し、アジアの作曲家 による作 品で もア ジア以外の地域でのみ

演奏 された ものは、当該個所が空欄 とな る。特 にライ ヴ ・エ

レク トロニ クスの場合 に問題 とな るよ うな舞台設定 図や 情

報 フローの図 をPDFフ ァイルで貼付け ることが可能である。

その他、制作 スタジオ、制作スタ ッフ(エ ンジニア)、 制

作期間、制作 と上演双方の使用 ソフ トウェア、プ ログラム、

クラウ ド・サーバーやサイ トな どオーデ ィオ ・ファイル の全

部 ま た は 一 部 の 置 か れ て い る と こ ろ 、 フ ァイ ル 形 式

(.wav,.aif,mp3,mp4)な どのアイテ ムが ある。

テ クノロジー関連項 目は1950年 か ら2010年 ま での作 品

をカバーす るために、で きる限 り多 くの選択肢 を含む もので

あ り、作 品によっては、ほとん どの項 目が空欄 になるこ とも

あ りうる。

3-2.資 料 研究 の進行 とデータベー ス公開項 目の リミテー

シ ョン

入 力デー タは、一次資料や史的根拠 が明瞭 な二次資料 によ

っ て 検 証 され た もの で な けれ ば な らな い。<EMSAN

 database>で は、おおむね 、ヒス トリカルな作品 ・著作 とコ

ンテンポラ リー なそれ とに分 けて、それ らを異 なる方法で検

証 している。ヒス トリカルな対象 に関 しては音楽学的資料検

証 に基づ く。コンテ ンポラ リーな場合は、原則 、作 曲家 ・執

筆者 自身 がデー タを検証す る。

研 究チー ムは、ヒス トリカルな対象 に関 して、デー タ入力

と並行 して資料調査 も行 ってお り、検証済み のもののみ をデ

ー タベー スで公 開 してい るので、実際の作 品の有無 とデー タ

ベー スでの記載 が異 なる場合 も しば しばある。その顕著な例

が丹波 明の場合で ある。

現在 の<EMSAN database>に は 、作 曲家丹波明の電子音

響音楽作 品 として、ボー ドレール に よる 《二つの詩》(1966)

と 《エチ ュー ド第二番、バ ッハへのオマー ジュ》(1964、 ア

ニ メー シ ョンのための音 楽)が 入 力 され ている。 この二作品

はいずれ もGRMで 制 作 され たもので あるが、実際には、丹

波 がGRMで 制 作 した と思われ る電子音響音楽 には、他 に、

下記 のよ うな ものがあ る。



Music for the film «9 P iéces» ,9min.(GRMで 制 作,1964〕

Music for TV《lnterlude》,5min20.(GRMで 制 作,1964)

Music for the film《Morphogrammes 0》,4min30.(GRM

で 制 作,1965)

Music for the film《Goya》,3min.(GRMで 制 作,1966)

Music for the film《Inconnued'Orly》,10min.(GRMで

制 作,1966)

これらについては、一次資料の利用可能性がGRMの 資料

管理ポ リシーに依存 してお り、<EMSAN database>研 究会

で個別資料検証を進めている段階なので、公開掲載されてい

ない。こうした資料検証事情に起因するリミテーシ ョンは、

日本の作曲家に関 しては、他国の場合よりも多く生 じている。

次章では、GRMの 資料の成 り立ちをふまえて、上記5作

品を含め丹波および他の邦人作曲家がGRMで 行った仕事

に関する個別資料について論述する。

4.GRM資 料 の成 り立 ちと邦人作品の記録

4-1.GRMの 資 料整理 状況について

1958年 のGRM設 立 か ら1960年 代 前半 まで、シェフェー

ルが収集 した音響素材は、ベルナール ・バ シェが率 いるグル

ープ ・メンバー有志に よって分類 ・整理 され、 ミレイユ ・シ

ャマ ス=キ ュ リュの統括責任 のも と、 シェフェール の著書

『音楽オブ ジェ論』や 『音響オブ ジェの ソル フェージュ』に

おいて系統的 に論 じられ ることとなった。音響作 品の管理保

管 とアーカイヴ化には、GRMの 特殊な集団性 (co llectivité)

が強 く作用 してい る。 1963年 か ら 65年 まで集団的に獲得

された ソル フェー ジュの基盤 (le groupe solfège) は 、 バ シ

エの教育課程 で見 いだ された優れ た音楽家 としてのベア ト

リス ・フェ レイ ラやエ ンジニアのギ ィ ・ライベル によって受

け継がれてい った。<sonathèque> で分類された音響素材は、

よ り多 くの人々が共有す るには個人的すぎる、あるいは内密

であ りす ぎる、とい う認識 をベル ナール ・パル メジャー二が

表 明 したのは、ピエール ・ア ン リが1958年 に あ らゆる音響

素材 を持 ってGRMを 離 れ た ときのことで あ り、この時、研

究者た るシェフェールは、アン リの、作家 として の行為 を理

解 できなかった と伝 え られ ている(5)。 ウニ ヴェル シテ通 り

芸 術 工 学 へ の 誘 いvol.17 (2012) 23■

のスタジオの地 下に 《騒音のエチュー ド》のオ リジナル磁気

テープがあるのを見つ けた ジュヌ ヴィエー ヴ・マ ッシュが後

の夫フラン ソワ・ベイル と共同で30年 の長 きにわた り責任

を持 って管理保管 と整理 に望んだおかげで、今 日のアーカイ

ヴの基礎 が築 かれた。

1964年 、 ブル ダン ・センター にGRMが 移 った とき、べ

イルによって創設 された<phonothèque> は、図書館で言え

ば 司書 に該 当す る よ うな、 い わ ば 音響 記 録 の 番 人

 (phonothécaire) としてのジ ュヌ ヴィエー ヴ ・マ ッシュの も

と、世界初 の音響作品アーカイ ヴとして組織 され 、音響作品

その もの と作 品に関連す るテ キス ト、写真、メモ、ス コア、

コンサー ト評 、録画等 を管理 してきた。音響作品 とい う新 し

いメデ ィアの保管 ・管理のために、「視覚的にわか りやす い」

整理法 が優先 され、音楽作品をラジオ放送や会議その他の音

の ドキ ュメン トとは区別す るための 「カー トン付 きボ ック

ス」の中でイ ンデ ックス化す るとい う方法 が採 られた。この

インデ ックスが2001年 のデ ジタル化作業 まで使われた。

この指標 は三つのアル ファベ ッ ト文字 と数字 の組 み合わ

せ で構成 されてい る。

第一 の文字K,L,Mは 、磁気 テー プのスピー ドによって、

それぞれ 、19cm/s、38cm/s、76cm/sに 該 当す る。第二以下

のアル ファベ ッ トは、録音 され たスタジオのイニ シャルを示

す。す なわち、P:Pistor、E:Erard、B:Bourdet、R:Rodin、

 U:Université 、LY:Lyon、LLL:Lilleを 表 す 。 そ して 数 字 は

プ ロダクシ ョンの時代順 を示 している。さらに、オープ ン リ

ール ・テープの直径サイ ズも示 され る。Sは ステ レオの導入

とともに始 まる。DATやCDの 導入 時には、同様 に、DUR、

CDURな どが始ま る。これ らのイ ンデ ックスは2002年 の デ

ジタル ・デ ー タベー ス構 築 に合 わせ て全 て〈Acousmaline

〉 となってい る。現在 もまだデジタル ・アーカイ ヴ整理の途

上 にあ り、その 中での指標は再検討 され ている。

4-2.GRM資 料 にお ける邦人作 品の インデ ックス

GRMに お け るかつ てのデー タ整理 のイ ンデ ックス化 の

方法 を邦人作 品にあてはめてみ よ う。

アル ファベ ッ ト三文字の指標 に よる と、先 に挙げた丹波作

品の うち、1964年 制 作 の下記二作品、すなわち、

Music for the film <9 P iéces  > 9min.
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Music for TV <Interlude> 5min20.

は、 それぞれ、 SUR989 と SUR340 で あ る(図2)。 す なわ

ち、 どちらもウニ ヴェル シテ通 りのス タジオで録音 された。

これ らはフ ィルムやテ レビの権利 があって音楽作 品 と して

は公表 されていない。

GRM ドキ ュメン トの ジャン=バ テ ィス ト・ガルシア氏に

よれば、1965年 にGRMで 制 作 された

Music for the film <Morphogrammes 0> 4min30.

の 情 報は現在 氏がアプロー チできる範 囲には無い。すなわち、

先に述べた GRM の ジ ェネラル な整理や データ伝承 のプ ロ

セスには乗 らなかった ものである。これ らは、現在 全 く存在

しない のか、ラジオ ・フランスの地下 、あ るいは どこかの

GRM 関 連 スペ ースに、何 らかの理 由で整 理 され ないまま残

ってい る可能性 がある。

さらに、丹波 が GRM で 制 作 し、かつ、 GRM に は 記録 ・

保 存 されているが 日本 で伝 え られ ていないもの として、(表

1)に 示 した三つがある。

こ の う ち 《Enrich.Sono-Drama》 と « Le Nô Mus.Orient.»

はラジオで放送 した もので あ り、後者 は、タイ トルか ら、「能 」

を紹介 したもの と推察 され る。

Mâc he/Tamba 《Synergies》 は 、 現 在 の GRM ドキ ュ メ

ン ト関係者 がバイブル と呼ぶ RepertoireAcousmatique

1948-1980に よ ると、 「集団 コンサー ト」 にむ けての制作

の中でベルナール ・マ ッシュが リー ドして集 団作品 として、

しかもマ ッシュの作品 と して記載 され ている。

な お 、 筆 者 は 、 GRM か ら の 特 別 許 諾 の も と 、

《Enrich.Sono-Drama》 お よび、L、Rの 片方チ ャンネルに

分 け られた 《Synergies》 とそれが2チ ャンネルに合成 され

た 《Synergies》 の 音源 を確認 した。

《Enrich.Sono-Drama》 は能 管や 鼓の身振 りを真似 る西

洋楽器の音響 に加 え、主に楽器音 のコラー ジュや 対位 的組 み

合わせで構成 され る。弦楽器 による通常 のピチカー トや、撥

音の後 にグ リサ ン ドを伴 うピチカー ト、高音での歪んだ和声、

金管楽器の ミュー トを使 った特殊奏法 な どが、点描 的に措 か

れて、全体で8分 弱の音響 となってい る。素材集 の ように も

聞 こえる。

《Synergies》 に は 《Enrich.Sono-Drama》 で 聞かれ たの

と同 じと思われ る音素材 が、4分26分 あ た りの地 点か ら複

合的 に使われてい る。

丹波作品以外に GRM 資 料 に疑問があ るもの として、平義

久に関す る資料の例が挙げ られ る。平は丹波 と同 じく、長 く

パ リに在住 したが、GRMに 関 って創 作 した時期 が丹波 よ り

遅かったので、作 品のイ ンデ ックスに不明な点は無 いが記載

内容に問題 があ る。平の 《Hierophnies I》は SUR738、

《Hierophnies Ⅱ 》 は LUR2335 で 同定 されてい るが、前

者は ウニ ヴェル シテ通 りでステ レオ録音 され たテープ にあ

り、後者 は38cm/sの モ ノラル1/4イ ンチの磁気テー プに録

音 された ものである。ジュヌヴィエー ヴ ・マ ッシュ管理 下の

イ ンデ ックス ・カー ド作成時の手書きまたはタイ ピングにお

け る誤記や 不明点 は現在 のデジ タル情報 でも未 だ残 されて

い る場合が多 く、平の上記作品は 《Microphnies》 と記 され

てい る(図3)。

誤 記を どの時点で修 正するかについてはGRMの 現 在の

ドキュメン ト担当者やGRM総 合 デ ィ レクター には単独で



の権 限がなく、誤記 を発見 して もす ぐには反 映 されない。言

い換 えれ ば、平作品の場合、作曲者 とい う一次 レヴェル では

《Hierophonie》 が 正 しい と推 測 され る が 、GRMの

<phonothèque> で記述 されて きた、とい う二次 レヴェル に

おいては《Microphonies》 が 事実 として残 されてい る とい

うこ とになる。

丹波や平に関するこうした不明瞭な資料状況は、GRMの

包括的資料整理において生じた例外的事象であるが、GRM

の初期に創作作業を行った、フランスでの創作歴の長い邦人

作曲家にとっては、その例外的事象に該当する場合がいくつ

か存在するということである。

GRMド キュメン トのチーフであるエヴリン・ガユ氏によ

ると、こうした、現在の整理状況で不明、もしくは誤記の可

能性が出てきた場合には、GRMデ ィレクター室の 「ボック

ス引き出し」を複数箇所検索す るという方法がある(図4)。

芸術工学への誘いvol.17(2012)25■

「ボックス引き出し」は、GRMで 創作 ・製作されたもの

とそれ以外のもの、というおおまかな区分に加え、フランス

人以外の人による製作、テープ等のスピー ドなどに従って整

理され、それに呼応する一次資料や音響が記録 された媒体は、

デジタル化 されていない媒体を保管する特別保管庫を含む

複数の場所で管理 されている。

ディレクター室のカー ド分類は以下のようになっている。

①GRMの 機材やスタジオで創作 した作品

② 「GRMの 人」とその他 という分類

③ ラジオで放送した作品

④E (etrangère) の印づけ

(図2)に 示 したAkira Tambaの カー ドは②に保管 され

ているが、上記①～④に示 した単純な説明のみから判断する

ならば、①～④のいずれに含まれていても事実から逸れない

ことになる。GRMの 資料の成 り立ちの結果生じてきている

この、一見矛盾 した事象を、資料にアクセスするユーザーの

側から言えば、丹波の作品資料は、整理状況に応 じて三つの

レベルに分かれていることが指摘できる。

すなわち、

1.デ ジタル化 され、アクセスしやすいもの

2.手 書きカー ドに何 らかの情報が残されているもの

3.可 視化された情報が全 く無い。ジェネラルな整理の途

中で対象から外 されたもの

この うちの第3の レベル のもの、すなわち、邦人作曲家 の

側 にGRMで 作 業 した記憶 があるにも関 らずGRMに 資料 が

存在 しない事例 として、篠原真 の例 が指摘で きる。GRMに

は 「GRMア ー カイ ヴ」 として、つ ま り、GRMの 制 作 では

な く他 の場所 で 制作 され た もの と して 、 カール スル ーエ

ZKMか ら 送 ら れ て き た 篠 原 作 品 《Memoire》 と

《Personnage》 のCDが 存 在 している。篠原真 に関す るカ

ー ド記録 は いず れ もER語 尾(160SER,164KER(1965),

LER433)の イ ンデ ックス を持ち(図5)、GRMで の篠原 の

作業記録 情報は、現時点でアプローチ可能 な範囲には無い。

しか しなが ら、篠原 はGRMの 研 修 コースであるスター ジュ

において、鍋や食器 の音 を録音 して編集作業 を行 った。
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ガユ氏 によれ ば、この時期のイ ンデ ックス ・カー ドのKER

はKURと 読 み替えてもよい とのこ とであるが、そ うである

な らば、《Visions》 が 西ベ ンガルの音編集 の録音 に関連づ け

られ るこ ととなる。この件 に関 して筆者 が直接篠原氏 に質 問

した ところ、(図5)の メモ に示 され た ような、西ベ ンガル

の民族 の音 を編集 した経験はな く、鍋や食器 な ど日用 品をス

タジオ に持 ち込んで録音 し、編集 作業を行 った、との回答 を

いただいた。

以上のように、1970年 以前にGRMで 創作作業を行った

三人の邦人作曲家、丹波明、平義久、篠原真に関 しては、

GRMの ジェネラルな整理プロセスか ら逸脱す る例外的な

資料状況にある、と言 うことができる。フランス人作曲家に

関する周到な資料整理に比べて、断続的にしか創作記録を残

せない海外の作曲家に関してのデータが、例外的な扱いを受

けたり、ジェネラルな整理プロセスから外れていく、という

印象を受けたが、組織 として未成熟であった初期GRMに 対

するこの印象は、逆に、現代のアーカイヴ研究員の正確な作

業を際立たせている。ドイツやフランスといった電子音響音

楽先進国でのデータベース構築や資料保存の試みは、その分

野の揺藍期にある日本にとって、多くを学ぶべき先進事例 と

考えられる。

5.ま とめ

こ こまで、EMSANデ ー タベ ース作成 ・構 築作業の現状

と、RIME及 び その書 き込み の資料、GRMに 保 管 されてい

る邦人作曲家の作業記録および音響データに関して述べて

きたが、<EMSAN database>が アジアのオリジナル言語を

伝えつつ非アジア圏の音楽学者に資することを目的として

いることに立ち返ってみれば、今後の課題を以下のように整

理することができる。

1.デ ー タベ ース作成作業 は、中 ・長期的には、オー プン ソ

ース として読み取 り・書 き込み双方 が可能 なもの とす る

が、現時点で は、特定のeditorial membersが 、カ タロ

グ ・アイテ ムの固定 と入力作業のルール を確定 し、掲載

す るか否 かの判断、あ るいは、地域や ジャンルの リミテ

ー シ ョンを決定す る必要があ る。

2.最 小 限のデー タが確定で きて、上演 された記録のあ る作

品を優先すべ きで ある。

3.将 来 の音楽学研究 に資す ることを 目的 としなが ら、現時

点ですで に音楽学的研 究を必要 としてい るので、データ

ベース作成作業 と並行 して、日本語で参照できる 日本側

の(一 次)資 料 の確 認 や 、手 書 きの書 き込 み を含 む

Daiviesの 情 報の検討な ど、個別資料調査を行 う必要が

ある。

4.邦 人作品に関す る訳語 は、作 曲者 自身への確認 とともに、

これまでに受容 され てきているスタンダー ド・カタログ

としてのRIMEの 訳 語 との照合を経 て決 定す る必 要が

ある。

5.RIMEへ の 手書 き修正事項の検 証を行 う。
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